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複数の貸付けにおける利息制限法の制限超過利息の過払金の元本充当
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[当事者名]

上告人（被告・控訴人・附帯被控訴人）　株式会社エイワ
対
被上告人（原告・被控訴人・附帯控訴人）　富田裕破産管財人　十枝内康仁
[事実の概要]
貸金業者Ｙ（被告・控訴人・附帯被控訴人・上告人）は，昭和６１年ころから平成１６年４月５日までの間，Ａに対して金銭を貸し付け，Ａから返済を受けるということを繰り返していた。Ａ・Ｙ間の平成５年１０月２５日以降の貸付け（「本件各貸付け」）においては，元本及び利息制限法１条１項所定の制限利率を超える利率の利息を指定された回数に応じて毎月同額を分割して返済する方法（元利均等分割返済方式）によって返済する旨の特約が付されていた。本件各貸付けは，平成１５年７月１７日の貸付けを除き，いずれも借換えであり，従前の貸付けの約定の返済期間の途中において，従前の貸付金残額と追加貸付金額を新たな貸付金額とする旨合意した上で，ＹがＡに対し新たな貸付金額から従前の貸付金残額を控除した額の金員（追加貸付金）を交付し，それによって従前の貸付金残金がすべて返済されたものとして取り扱うというものであった。本件は，Ａの破産管財人であるＸ（原告・被控訴人・附帯控訴人・被上告人）が，Ｙに対し，Ａが破産宣告前のＹとの間の金銭消費貸借契約に基づいてした弁済について，各弁済金のうち制限超過利息部分を元本充当した後の残額を不当利得返還請求権に基づき請求したものである。原審（東京高判平成１８・５・３０金判１２７３号１７頁）は，本件各貸付けが「１個の連続した貸付取引」であるとして，弁済後の超過利息部分がそれ以後に発生した借入金債務の元本に当然に充当されるとした。Ｙが上告したが，最高裁は，上記の点に関する原審の判断を是認した。
[判旨]
上告棄却。

「本件各貸付けは，平成１５年７月１７日の貸付けを除き，従前の貸付けの切替え及び貸増しとして，長年にわたり同様の方法で反復継続して行われていたものであり，同日の貸付けも，前回の返済から期間的に接着し，前後の貸付けと同様の方法と貸付条件で行われたものであるというのであるから，本件各貸付けを１個の連続した貸付取引であるとした原審の認定判断は相当である。
そして，本件各貸付けのような１個の連続した貸付取引においては，当事者は，一つの貸付けを行う際に，切替え及び貸増しのための次の貸付けを行うことを想定しているのであり，複数の権利関係が発生するような事態が生ずることを望まないのが通常であることに照らしても，制限超過部分を元本に充当した結果，過払金が発生した場合には，その後に発生する新たな借入金債務に充当することを合意しているものと解するのが合理的である。」
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